
　10 月 26 日（土）に ICU 高校多目的室にて「卒業生
ライブ & ホームカミング 2024」が開催されました。同
窓会と高校との記念すべき初めての共催イベントで、同
窓生とそのご家族を合わせて 172 名にお集まりいただ
きました。
　同窓会の永田副会長（2 期）による開会の挨拶に続き、
現役器楽部員たちにより “Ya Gotta Try” の演奏が披露
されました。2 年生の部員の方が「私にとっての ICU 高
校」と題して、音楽にあふれた高校生活での様々な新鮮
な出会いについて話してくださいました。顧問だった有馬

平吉先生は器楽部が
スウィング感あふれ
るビッグバンドジャ
ズ曲を演奏し続けて
いて安心した、嬉しいとコメントされ、「ありまんリターンズ 2」として、『キリガイ　ICU 高校生
のキリスト教概論名（迷）言集』（新教出版社）にまつわる心に残るエピソードを語ってください

ました。「キリガイ」の授業を思い起こすひとときでした。
　器楽部 OBOG によって “Tank”、“Take the A Train”、“茶色の小瓶”（通称 “茶瓶”
とのこと）、“Sing Sing Sing”、“Birdland”、“The Chicken” が次々に演奏されまし
た。各楽器のソロをはさみながらの圧倒的な迫力の熱き演奏
に聴衆は大喝采で応えました。
　松坂文先生による ICU 高校の財政状況の説明と募金のお願
いが（ご事情で会場に来られなかったため）代読され、最後
に桑ケ谷森男先生が閉会の言葉として、最近のご活動のこと
や、ガンジーの言葉「明日死ぬかのように生きよ、永遠に生

きるかのように学べ」をモットーと
しておられることなどをお話しくだ
さいました。
　このイベントのために練習を重ね
てくださった器楽部 OBOG と現役部員の皆様、メッセージを
くださった先生方、様々な準備をしてくださった方々、そし
て当日参加して盛り上げてくださった同窓生の皆様に感謝で
す。今後も今回のようなクラブ活動を軸にしたイベントを開
催して、同窓会員の縦の繋がりを作っていくことができれば
と考えています。（写真：8 期 青木玲子）

卒業生ライブ&ホームカミング2024を開催しました !!

※�イベントのお知らせは同窓会ホームページに掲載されます。
メールアドレスを登録した方にはメールでもご案内しています。
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　2024 年 3 月 17 日（日）の日本時間 13:00（ブラジル時間 1:00）より《第3回　エッセイ
リレー　その話、もっと聞きたい !　オンライン・イベント》を開催しました。登壇してくだ
さったのは、去年の 1 月に「旅先で見ず知らずの他人を信用するんか ⁉」というタイトルで自
転車での世界一周という驚きの旅のエッセイを送ってくださった 32 期生の木村悠生さん。登
壇をお願いするにあたっては、日本の真裏の南米を野宿したりしながら旅していらっしゃると
いう事情から、イベントの日に Zoom で確実に繋がれるのか、時差は大丈夫かなどの不安要素
がありましたが、木村さんが「イベントの日は Wi-Fi が安定して繋がる場所に投宿するようにします !」
と言ってくださって実現することになりました。
　真っ黒に日焼けした木村さんは底抜けに明るく、普通の人なら心が折れてしまうようなさまざまな困難
に直面しても、その時に手を差し伸べてくれた人々に感謝しながら、その困難苦難を乗り越えてという
か、その困難すら楽しみながら、旅を続けていらっしゃいました。
　木村さんは大学卒業後、教師の職に就き、貯金を続け、さあ世界一周の自転車一人旅に出るぞ ! という
タイミングでコロナ禍発生となり、日本を出ることができなくなってしまいました。かたや、その時には
既に教師を辞めてしまっていたので、Uber eats の配達員をしながら日本全国をまわり、世界一周に備え
たそうです。コロナが収束し、満を持して世界一周の旅に出発しますが、いろんなことが起こります。

　たとえば、北米を北上して北極海を目指して車も家も店も川（水を濾過して
飲む）も全く無い道を進んでいた時、体調を崩し、持っていた水が残り少なく
なってしまい、具合がどんどん悪くなり、水の残量がかなり不安な状態で、その
時奇跡的に通りかかったトラックの運転手が何も言わずに水のペットボトルを
差し出してくれて感激のあまり号泣したエピソード。自転車、パソコン、パスポート、クレジットカードを含
む全ての荷物を盗まれ困っていた時、家に泊めてくれる人に出会い、その人の助けで盗まれたパソコンの位置
情報がわかり、警察に頼んでその場所を捜索してもらったら、パソコンだけでなく、自転車も見つかり、再び
旅が続けられる ! と大喜びしたというエピソード。足が原因不明でパンパンに腫れて旅が続けられなくなって
しまい、地元の医者に行ったが言葉が通じず門前払いされたり、別の病院ではスペイン語でいろいろ説明され
て理解できずに宿で困っていたら、その宿に泊まっていた人が足に注射を打ってくれた上に薬局にも連れて
行ってくれたお陰で足が治り、また旅を続けられるようになった等々、びっくりのエピソードをたくさんお話
ししていただきました。
　そんなことがあったなら、もう旅を続けるのはやめようと思わないのか、何が木村さんを旅に駆り立てるの
かと質問してみました。すると木村さんは、旅をやめたいと思ったことはなく、いろいろ起こるトラブルや困
難よりも、旅で得られる感動の方が圧倒的に上回っているからとの即答でした。自転車で世界一周することは
子どものころからの木村さんの夢であり、今はまさにその夢を実現している真っ只中で、ひとり旅を本当に楽
しんでいらっしゃるのが伝わってきました。木村さんの旅は YouTube （Yuchari Diary）で配信されています。
まだまだ続く木村さんのひとり旅、YouTube を見て応援したいと思います。
※オンライン・イベントのお知らせはホームページに掲載されます。メールアドレスを登録した方にはメールでもご案内します。

オンライン・イベントを開催しました！

【エッセイリレー2023】結果発表！
　昨年 9 月にスタートした【エッセイリレー 2023】は今年の 8 月をもって終了しました。執筆してくださった 3 期、
13 期、33 期、43 期の合計 17 名の皆さま、素敵なエッセイをお寄せいただき、本当にありがとうございました。

　◆◆◆【エッセイリレー2023】各期のリレー人数と最終順位◆◆◆
　各期のリレー人数は以上のとおりで、［33 期］が 2 位タイの［13 期］と

［43 期］を僅差でかわして 1 位を獲得しました。おめでとうございます !
　この 1 年間に寄せられたエッセイには、高校時代の思い出に関するものが比
較的多かったですが、いま自分が抱えている問題、また、これまでに乗り越え
てきた問題について真剣に語られているものも少なくなかったことが印象的で
した。最後にもう一度、執筆者の皆さま、ご協力いただき本当にありがとうご
ざいました。

【エッセイリレー2024】がスタートしました！

◆ 1 位	 33 期	（ 6名）
◆ 2位	 13 期	（ 5名）
	 43 期	（ 5名）
◆ 4位	 3 期	（ 1名）
◆ 5位	 23 期	（ 0名）

　2024 年 9 月から【エッセイリレー 2024】が進行中です。今年度は 4 期、14 期、
24 期、34 期、44 期にリレーを行っていただきますので、該当する期の皆さまには
是非ともご協力をよろしくお願いいたします。
　現在のレース状況は、4 期が 1 名、14 期が 0 名、24 期が 4 名、34 期が 0 名、44
期が 1 名となっています。（2024 年 10 月下旬）

これまでの移動ルート

ブラジル、アマゾンで釣り

ブラジル、大西洋と共に

エクアドル、アンデス山脈を走る
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■ホームページ企画
　�【各期対抗エッセイリレー 2023】
　（９月から1年間）
■高校体育祭に「同窓会賞」を贈呈（９月）

賞品「チュッパチャプスホイールディ
スプレイ 200 本」を提供しました。

■ 2023年度総会パーティー開催（11月）
■高校募金委員会（12月）

役員２名が委員としてオンライン会議
に参加しました。

■会報Golden Ties 発行（２月）
　vol.15 を発行しました。
■新会員受入れ（３月）

同窓会クリアホルダーを 44 期生の新
会員に配布しました。

■卒業式（３月）
壇上花と、退職された先生へ記念品を
贈りました。

ICUHS同窓会　2023年度決算 & 活動報告、2024年度予算案 & 活動予定

2024年
	 ９ 月	� HP 企画【エッセイリレー

2024】開始
		  体育祭（賞品提供）
	 10 月	 役員会①
		�  「卒業生ライブ＆ホームカ

ミング 2024」開催
		�  （第１ページの記事をご覧

ください）
	 11 月	「Golden Ties Vol.16」発行

2025年
	 １ 月	 役員会②
	 ３ 月	 新会員受入れ、卒業式
	 ４ 月	 入学式
		  2025 年度版会員名簿発行
	 ５ 月	 役員会③

2024年度　活動予定■オンライン・イベント開催（３月）
エッセイリレー関連オンライン・イベ
ントを開催しました（２ページの記事
を参照）。

■入学式（４月）
　壇上花を贈りました。
■高校募金委員会（6月）

役員２名が委員としてオンライン会議
に参加しました。

■HP随時更新
　報告事項やお知らせを順次更新しました。
■役員会開催

役員会をオンラインで３回開催したほ
か、多数のメールのやりとりにより同
窓会活動について議論を重ね、必要な
作業を行いました。

2023年度  活動報告

【会　長】　佐野 好則（2期）　　【副会長】　永田 澄江（2期）

【会　計】　後藤 明子（2期）、槇島 みのり（4期）

【書　記】　浅井 佳代（5期）、長島 伸子（5期）、辻田 麻里（11期）　　【監　査】　遠藤 香代（6期）

新役員（任期 :2024年9月〜2026年8月）

■総括
収入の部　合計 34,420,837 
支出の部　合計 3,334,961
差額 31,085,876 ⇒次期繰越金

■収入の部
予算（ａ） 実績（ｂ） 差額(a) - (b) 備考

31,881,180 31,881,180 0
2,430,000 2,430,000 0 44期243名

391 1,675 △ 1,284
0 10,000 △ 10,000
0 97,982 △ 97,982

34,311,571 34,420,837 △ 109,266

■支出の部
予算額(a) 実績（ｂ） 差額(a) - (b) 備考
3,861,200 3,334,961 526,239

1 会員データ管理 132,000 132,000 0 名簿管理

2 ホームページ 100,000 71,500 28,500 維持管理料など

3 ニュースレター 990,000 917,337 72,663
　内訳 （版下作成・印刷費) 140000 144,842 △ 4,842
　　　　　（封入・郵送費） 850,000 772,495 77,505

4 高校関連 90,000 60,160 29,840 入学式・卒業式壇上花など

5 イベント 55,000 81,100 △ 26,100 メール配信など

6 事務統括費 480,000 480,000 0 事務作業費

7 役員手当 210,000 210,000 0 3万円 x 7人

8 役員活動費 170,000 146,080 23,920 zoom有料版、交通費など

9 貸金庫代 22,000 22,000 0
10 高校事務費 97,200 97,200 0 高校委託の事務作業手数料

11 雑費 15,000 22,429 △ 7,429 振込手数料、切手代など

12 総会関連費 1,500,000 1,095,155 404,845 高校食堂にて

30,450,371 31,085,876 △ 635,505
34,311,571 34,420,837 △ 109,266

上記の通り、決算報告致します。

　会計　後藤 明子

    　会計　槇島 みのり

上記の決算報告を監査した結果、適正に処理されていることを認めます。

国際基督教大学高等学校同窓会　 　監査　遠藤 香代

２０２３年度　同窓会決算報告
(２０２３年９月１日～２０２４年８月３１日）

科目
前期繰越金
同窓会入会金

2024年9月20日

国際基督教大学高等学校同窓会         2023年度会長  岩﨑 直弥　　　　　　　

Ⅱ.予備費

受取利息

総会参加費
合計

科目
I. 運営費

2024年9月20日

合計

雑収入

■総括
２０２４年度

予算案
収入の部　合計 33,561,876 
支出の部　合計 33,561,876 
差額 0 

■収入の部
予算額 備考

31,085,876 
2,470,000 45期同窓会費（247人見込）

6,000 利率上昇

0 
33,561,876 

■支出の部
予算額 備考

2,664,300 
1 会員データ管理 132,000 名簿管理

2 ホームページ 71,500 維持管理料など

3 ニュースレター 1,025,000 
　内訳　（版下作成・印刷費） 145,000 作成費用
　　　　　（封入・郵送費） 880,000 発送費用

4 高校関連 90,000 入学式・卒業式壇上花など

5 イベント 200,000 器楽部スタジオ代、メール配信費など

6 事務統括費 480,000 事務作業費

7 役員手当 240,000 3万円 x 8人

8 役員活動費 280,000 zoom有料版、貸会議室、交通費など

9 貸金庫代 22,000 

10 高校事務費 98,800 高校へ委託している事務作業の手数料

11 雑費 25,000 振込手数料、切手代など

30,897,576 
33,561,876 

上記の通り提案致します。

         国際基督教大学高等学校同窓会　        会長　 佐野 好則

I. 運営費

２０２４年度　予算案
(２０２４年９月１日～２０２５年８月３１日）

科目
前期繰越金
同窓会入会金
受取利息
雑収入
合計

科目

Ⅱ.予備費
合計

※上記科目の予算額に過不足が生じた時は大科目内
で流用可能。予備費使用は役員会決議による。

2024年10月1日
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同窓会からのお知らせ

　同窓会では今後はこれまでよりも多くのイベントを積極的に開催し、会員同士の交流の機会を増やしたいと考え
ています。そこで、そうしたイベントを始めとする同窓会活動をサポートしてくれるボランティアを募集します。
以下の詳細をお読みになって賛同してくれる方は、同窓会サポーターに是非ご登録くださいますようお願いします。

■サポーターにお願いする作業の例
　・イベント開催時のカメラマン、録画係、司会者、受付、会場設営など
　・エッセイリレーの第一執筆者
　・会報 Golden Ties に掲載する記事の執筆、イラスト担当

■サポーターの登録方法とその後の連絡方法
　同窓会ホームページの「FAQ・申込み・お問い合わせ」タブの「申込みフォーム②」からお申し込みください。
　氏名、卒期、メールアドレスと、備考欄には協力できる作業や趣味、特技などをご記入ください。
　お願いしたい作業が発生したら、登録者にその作業内容の詳細と募集人数をメール（BCC で）でお知らせします

ので、協力できる場合にはご返信ください。

　少し先になりますが、来年の 9 月か
ら末尾が 5 の期のエッセイリレーがス
タ ー ト し ま す。5 期、15 期、25 期、
35 期、45 期の方でリレーの第一執筆
者になりたい方は、以下の要領でお申
し込みください。

申込み方法 :同窓会ホームページ
（https://icuhs-alumni.org/）の「申込みフォーム①」に必要
事項を記入し、備考欄に「●期第一執筆者希望」とご記入く
ださい。

締 切 : 2025 年 7 月 31 日
決 定 方 法 :各期で最初に応募した人が第一執筆者となります（先着順）。

同窓会サポーター募集！

会員名簿会員名簿
発行のお知らせ発行のお知らせ

　来年 4 月下旬に 2025 年（令和
7 年）版会員名簿が発行される予定
です。今回も前回同様に株式会社
サラトに発行作業を委託しています。

　同窓会員の皆さまには、名簿掲
載内容の確認ハガキの返信や、名
簿購入予約および賛助金などのご
協力をいただきありがとうござい
ます。予約された方には、来年 4
月の名簿完成および発送までしば
らくお待ちいただけますよう、ど
うぞよろしくお願いいたします。

2025 年度エッセイリレーの2025 年度エッセイリレーの  
第一執筆者募集！第一執筆者募集！

◆ 第 3 ページの内容を承認する場合：連絡の必要はありません。

◆ 第 3 ページの内容を承認しない場合：同窓会ホームページのお問い合わせフォームを利用してメッセージ本文欄
に「2023 年度の活動および決算報告、2024 年度の活動予定および予算案を承認しない」旨を明記して送信する
か、郵便（宛先：〒 184-8503 東京都小金井市東町 1 − 1 − 1　国際基督教大学高等学校同窓会）でお送りくだ
さい（12 月 31 日まで）。

総会が開催されない年の諸事項の承認方法について
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